
JP 2003-512264 A5 2007.3.29

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ６ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 3月 29日 (2007.3.29)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2003-512264(P2003-512264A)
【 公 表 日 】 平 成 15年 4月 2日 (2003.4.2)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-531712(P2001-531712)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ ＤＢ ６ ７ Ｄ    3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)   3/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ６ ７ Ｄ    3/04          Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 流 体 を 収 容 す る ボ ト ル と 共 に 使 用 さ れ 、 重 力 供 給 流 体 分 与 シ ス テ ム で
該 流 体 を 分 与 す る 分 与 弁 キ ャ ッ プ で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 ボ ト ル に 取 付 け 可 能 な 第 １ 端 部 と 、
　 （ ｂ ） 弁 キ ャ ッ プ の 長 手 軸 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ 端 部 の 反 対 側 に あ る 第 ２ 端 部 と を 具 備 し
、
　 （ ｃ ） 前 記 弁 キ ャ ッ プ が 空 気 入 口 及 び 流 体 出 口 を 有 し 、 該 流 体 出 口 が 前 記 第 ２ 端 部 に 隣
接 し て 前 記 長 手 軸 線 の 方 向 に 該 空 気 入 口 か ら 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て お り 、
　 （ ｄ ） 前 記 弁 キ ャ ッ プ は 、
　 　 （ １ ） 第 １ 端 部 及 び 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 １ 弁 部 品 で あ っ て 、 該 第 １ 端 部 が 前 記 ボ ト ル
に 取 付 け 可 能 で あ り 、 該 第 １ 弁 部 品 が 、 該 第 １ 端 部 か ら 該 第 ２ 端 部 の 方 向 に 延 び る 長 手 軸
線 を 規 定 す る 管 状 部 を 有 し 、 該 管 状 部 が 、 該 管 状 部 を 貫 通 す る 空 気 入 口 穴 を 有 し 、 該 管 状
部 が 、 該 空 気 入 口 穴 と 前 記 第 １ 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ た 周 方 向 シ ー ル を 更 に 有 す る 第 １ 弁
部 品 と 、
　 　 （ ２ ） 前 記 長 手 軸 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ 弁 部 品 に 移 動 可 能 に 取 付 け ら れ た 第 ２ 弁 部 品 で
あ っ て 、 該 第 ２ 弁 部 品 が 、 該 第 １ 弁 部 品 と 協 働 し て 該 第 １ 弁 部 品 の 前 記 空 気 入 口 穴 を 開 閉
し て 前 記 弁 キ ャ ッ プ 上 に 前 記 空 気 入 口 を 形 成 す る よ う に し た 嵌 合 部 を 有 し 、 該 第 ２ 弁 部 品
が 該 第 １ 弁 部 品 に 対 し て 第 １ の 位 置 に あ る と き に 該 空 気 入 口 穴 が 閉 じ て お り 、 該 第 ２ 弁 部
品 が 該 第 １ 弁 部 品 に 対 し て 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 該 第 １ 弁 部 品 の 該 空 気 入 口 穴 が 開 い て
お り 、 該 第 ２ 弁 部 品 の 該 嵌 合 部 が 管 状 部 を 含 み 、 該 第 ２ 弁 部 品 が 該 第 ２ の 位 置 に あ る と き
に 該 第 ２ 弁 部 品 の 該 管 状 部 が 該 第 １ 弁 部 品 の 該 空 気 入 口 穴 に 位 置 合 わ せ 可 能 な 穴 を 規 定 し
、 該 第 ２ 弁 部 品 の 該 管 状 部 が 該 第 １ 弁 部 品 の 前 記 周 方 向 シ ー ル に よ り 密 封 可 能 に 係 合 さ れ
る 内 面 を 有 し て 、 該 第 ２ 弁 部 品 が 該 第 １ の 位 置 に あ る と き に 該 第 １ 弁 部 品 の 該 空 気 入 口 穴
と 該 第 ２ 弁 部 品 の 該 管 状 部 の 該 穴 と の 間 の 空 気 流 通 を 防 止 す る 第 ２ 弁 部 品 と を 備 え 、
　 　 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 弁 部 品 が 協 働 し て 、 該 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る と
き に 閉 じ て お り 、 か つ 該 第 １ 弁 部 品 が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 開 い て い る 前 記 流 体 出
口 を 形 成 す る 、
分 与 弁 キ ャ ッ プ 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 流 体 を 収 容 す る ボ ト ル と 共 に 使 用 さ れ 、 重 力 供 給 流 体 分 与 シ ス テ ム で
該 流 体 を 分 与 す る 分 与 弁 キ ャ ッ プ で あ っ て 、
　 第 １ 端 部 及 び 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 １ 弁 部 品 で あ っ て 、 前 記 第 １ 端 部 が ボ ト ル に 取 付 け 可



分 与 弁 キ ャ ッ プ 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

。
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能 で あ り 、 前 記 第 １ 弁 部 品 が 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 の 方 向 に 延 び る 長 手 軸 線 を 画
定 す る 管 状 部 を 含 み 、 前 記 管 状 部 が 前 記 管 状 部 を 貫 通 す る 空 気 入 口 穴 を 含 み 、 前 記 管 状 部
が 前 記 空 気 入 口 穴 と 前 記 第 １ 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ た 周 方 向 シ ー ル を 更 に 含 み 、 前 記 長 手
軸 線 に 沿 っ て 前 記 空 気 入 口 穴 か ら 間 隔 を 置 き か つ 前 記 第 ２ 端 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 流 体
出 口 穴 を 更 に 画 定 す る 第 １ 弁 部 品 と 、
　 回 転 及 び 前 記 長 手 軸 線 に 沿 っ た 縦 方 向 移 動 の た め に 前 記 第 １ 弁 部 品 に 移 動 可 能 に 取 付 け
ら れ た 第 ２ 弁 部 品 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 １ 弁 部 品 に 対 し て 第 １ の 位 置 に あ る
と き に 前 記 第 １ 弁 部 品 の 前 記 空 気 入 口 及 び 流 体 出 口 穴 を 閉 じ 、 か つ 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記
第 １ 弁 部 品 に 対 し て 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 前 記 第 １ 弁 部 品 の 前 記 空 気 入 口 及 び 流 体 出 口
穴 を 開 け る の に 前 記 第 １ 弁 部 品 と 協 働 す る よ う に し た 嵌 合 部 を 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 含 み 、 前
記 第 ２ 弁 部 品 の 前 記 嵌 合 部 が 管 状 部 を 含 み 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る と き
に 前 記 第 ２ 弁 部 品 の 前 記 管 状 部 が 前 記 第 １ 弁 部 品 の 前 記 空 気 入 口 穴 に 位 置 合 わ せ 可 能 な 穴
を 規 定 し 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 の 前 記 管 状 部 が 前 記 第 １ 弁 部 品 の 前 記 周 方 向 シ ー ル に よ り 密 封
可 能 に 係 合 さ れ る 内 面 を 有 し て 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る と き に 前 記 第 １
弁 部 品 の 前 記 空 気 入 口 穴 と 前 記 第 ２ 弁 部 品 の 前 記 管 状 部 の 前 記 穴 と の 間 の 空 気 流 連 通 を 防
止 し 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る と き に 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 流 体 出 口 穴 及 び 前
記 第 ２ 弁 部 品 の 前 記 流 体 出 口 穴 と 前 記 第 １ 弁 部 品 の 前 記 流 体 出 口 穴 と の 間 の 流 体 出 口 シ ー
ル を 含 み 、 前 記 第 ２ 弁 部 品 が 前 記 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 弁 キ ャ ッ プ が 前 記 第 １ 及 び 第 ２
弁 部 品 の 前 記 流 体 出 口 穴 間 の 流 体 流 路 を 画 定 す る 第 ２ 弁 部 品 と 、
を 具 備 す る

内 部 と 流 体 連 通 し て い る 弁 、 及 び 該 内 部 に 収 容 さ れ た 流 体 を 有 す る ボ
ト ル を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ボ ト ル を 分 与 機 組 立 体 に 取 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 弁 の 縦 方 向 に 移 動 可 能 な ロ ッ ク タ ブ を 前 記 分 与 機 組 立 体 に 係 合 さ せ て 、 前 記 分 与 機
組 立 体 へ の 前 記 ボ ト ル の 取 付 け 中 に 前 記 弁 の ロ ッ ク を 解 除 す る ス テ ッ プ と 、
　 ロ ッ ク 解 除 さ れ た 前 記 弁 の 第 １ 部 分 を 前 記 弁 の 第 ２ 部 分 に 対 し て 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と
、
　 ロ ッ ク 解 除 さ れ 回 転 さ せ ら れ た 前 記 弁 を 介 し て 重 力 下 で 前 記 ボ ト ル か ら 前 記 流 体 を 分 与
し 、 大 気 か ら 前 記 ボ ト ル 内 へ の 空 気 の 進 入 を 可 能 に す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ボ ト ル か ら 分 与 さ れ た 前 記 流 体 を 前 記 分 与 機 組 立 体 に よ り 供 給 さ れ た 希 釈 物 と 混 合
す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 、 流 体 を 分 与 す る 方 法
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